
Ｈ

、
、
、
、
、
、
、
、
、

鎌
倉
仏
教
の
興
起
と
そ
の
発
展
の
経
紳
を
概
観
す
る
と
き
、
そ
れ
ら
の
仏
教
は
必
ず
末
法
思
想
と
の
関
り
に
於
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る

、
、
、
、
、

の
で
あ
る
。
い
ま
関
り
に
於
て
と
い
う
こ
と
は
、
鎌
倉
仏
教
の
凡
て
が
斉
し
く
末
法
思
想
を
超
克
す
る
こ
と
を
以
て
共
通
の
課
題
と
し
て

生
起
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
厭
世
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
当
時
の
社
会
の
深
部
に
ま
で
浸

透
し
た
末
法
思
想
を
も
っ
て
、
思
想
史
的
背
景
と
し
て
発
生
し
た
と
こ
ろ
に
、
鎌
倉
仏
教
の
も
つ
歴
史
的
性
格
な
り
、
特
色
を
幾
つ
か
抽

出
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

曾
っ
て
、
辻
善

曾
っ
て
、
辻
善
之
助
博
士
は
『
鎌
倉
時
代
の
仏
教
に
は
二
つ
の
大
き
な
流
れ
が
あ
る
。
そ
の
一
は
旧
仏
教
の
復
起
で
、
一
は
新
仏
教
の
興
起
で
あ

る
。
こ
の
二
つ
の
流
れ
は
何
れ
も
末
法
思
想
に
淵
源
し
て
い
る
』
（
辻
善
之
助
「
日
本
仏
教
史
」
第
二
巻
中
世
赫
之
一
・
一
○
六
頁
・
岩
波
書
店

刊
）
と
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
碩
学
は
鎌
倉
仏
教
の
特
色
と
し
て
、
末
法
思
想
の
影
響
の
他
に
、
実
際
的
で
あ
る
こ
と
・
平
民
的
色
彩

が
強
い
こ
と
・
を
相
当
数
の
頁
を
こ
れ
に
当
て
論
述
さ
れ
て
い
る
。
然
し
、
そ
の
指
摘
は
平
盤
的
で
鎌
倉
仏
教
の
思
想
史
的
な
椛
成
と
位
羅
づ
け
に

欠
け
る
点
で
、
筆
者
は
不
満
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
書
の
仏
教
史
謹
と
し
て
の
性
格
と
、
博
士
の
実
証
史
学
の
史
風
の
よ
っ
て
も
た
ら
す
結
果
で
あ
っ

て
、
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

◇
研
究
ノ
ー
ト
◇

末
法
思
想
に
関
す
る
一
考
察
（
第
二
輯
）

ｌ
「
末
法
為
正
」
（
日
蓮
）
の
意
味
を
考
え
る
１

０町

田
是
正

（60）



明
ら
か
に
末
法
思
想
は
、
鎌
倉
仏
教
発
生
の
思
想
的
・
或
は
歴
史
的
背
景
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
仏
教
の
興
起
を
促
し
た
動
脈

的
役
割
を
果
し
た
点
に
於
て
、
末
法
思
想
の
も
つ
意
味
と
、
そ
れ
と
の
関
り
に
於
て
鎌
倉
仏
教
の
歴
史
的
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
決

し
て
無
意
味
の
こ
と
で
は
な
い
と
確
信
す
る
。

、
、
、
、
、

こ
の
小
論
で
は
、
鎌
倉
仏
教
の
第
三
の
段
階
に
出
現
し
た
日
蓮
聖
人
の
宗
教
の
な
か
で
、
末
法
思
想
が
如
何
よ
う
に
受
容
せ
ら
れ
、
如

何
よ
う
に
そ
れ
と
対
処
し
つ
つ
、
宗
教
の
充
実
と
深
化
に
努
め
ら
れ
た
か
と
い
う
、
聖
人
の
宗
教
形
成
過
程
を
思
想
史
的
立
場
か
ら
こ
れ

を
考
察
し
ぐ
併
せ
て
末
法
思
想
の
も
つ
論
理
的
構
造
に
も
立
ち
入
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

鎌
倉
仏
教
を
概
観
し
て
、
そ
の
特
色
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
次
の
三
段
階
に
区
分
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
①
法
然
・
栄
西
の
開
拓
者
的
段

階
。
②
親
驚
・
道
元
の
充
実
深
化
の
時
代
。
③
一
遍
・
日
蓮
の
元
窓
前
後
の
新
た
な
危
機
を
示
す
段
階
。
ま
た
付
言
す
れ
ば
、
旧
仏
教
の
復
興
も
南

都
仏
教
系
は
主
に
①
と
②
の
段
階
で
あ
り
、
天
台
・
真
言
は
③
の
時
代
で
あ
る
。
鎌
倉
仏
教
を
斯
様
に
盤
理
す
る
こ
と
で
、
日
蓮
の
宗
教
的
特
色
を

聖
人
の
宗
教
的
発
展
は
、
法
華
経
に
予
言
す
る
真
文
の
宗
教
的
実
践
の
帰
結
で
あ
り
、
そ
の
値
難
弘
教
の
時
々
刻
々
が
亜
要
な
発
展
契

口

日
蓮
型
人
の
生
涯
を
具
に
讃
仰
す
る
と
き
、
そ
れ
は
法
華
経
色
読
の
歴
史
で
あ
り
、
値
難
弘
教
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

曾
っ
て
、
山
川
智
応
氏
は
、
聖
人
の
宗
教
的
自
覚
・
法
華
経
色
読
の
内
観
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
五
段
階
を
設
け
た
。
①
「
法
準
経
の
持
経
者
」

（
伊
東
流
罪
・
四
恩
抄
述
作
）
。
②
「
法
華
経
の
行
者
」
（
教
機
時
国
妙
述
作
）
。
③
「
日
本
第
一
の
法
華
経
行
者
」
（
文
永
元
年
小
松
原
法
難
）

④
「
末
法
の
法
華
経
行
者
」
（
開
目
妙
述
作
）
。
⑤
「
上
行
自
覚
」
（
本
尊
妙
述
作
）
で
あ
る
。
（
山
川
智
応
「
日
蓮
聖
人
遺
文
・
開
目
抄
講
話
」

（
龍
吟
社
刊
。
二
七
四
頁
）
。
然
し
、
筆
者
が
惟
う
に
、
聖
人
の
宗
教
形
成
と
充
実
の
経
緯
は
、
既
に
立
教
開
宗
当
初
か
ら
胸
に
秘
め
た
末
法
救
済

、
、

の
大
願
の
宗
教
的
実
践
に
よ
る
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
若
し
、
大
願
な
く
ば
あ
の
値
難
弘
教
の
生
涯
は
あ
り
得
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ

こ
で
は
聖
人
を
宗
教
的
に
鐡
仰
す
る
と
共
に
、
そ
の
思
想
的
櫛
造
に
も
立
ち
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

理
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
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日

末
法
思
想
は
、
平
安
末
期
（
一
○
八
六
）
院
政
の
宮
廷
貴
族
の
浄
土
思
想
と
表
袈
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
「
梁
塵
秘
抄
」
（
後
白
河
法
皇
撰
）
の
中
に
収
録
さ
れ
る
法
文
蹄
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。

①
極
楽
浄
土
の
東
門
に
、
機
織
る
虫
こ
そ
桁
に
住
め
、
西
方
浄
土
の
灯
火
に
、
念
仏
の
衣
ぞ
急
ぎ
織
る
。
（
岩
波
文
庫
・
五
五
頁
）

②
浄
土
は
数
多
あ
む
な
れ
ど
、
弥
陀
の
浄
土
ぞ
勝
れ
た
る
。
九
品
な
む
な
れ
ば
下
品
下
に
て
も
あ
り
ぬ
く
し
。
（
岩
波
文
庫
・
四
○
頁
）

③
竜
女
は
仏
に
成
り
に
け
り
、
な
ど
か
我
等
も
な
ら
ざ
む
。
五
陣
の
雲
こ
そ
厚
く
と
も
、
如
来
月
輪
か
く
さ
れ
じ
。
（
岩
波
文
庫
・
四
四
頁
）

右
の
二
・
三
の
仏
歌
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
安
貴
族
の
所
謂
「
欣
求
浄
土
・
献
離
微
土
」
の
思
想
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来

よ
う
。
そ
し
て
、
荘
剛
制
の
崩
壊
に
基
く
経
済
的
地
盤
を
失
な
い
、
加
え
て
相
次
ぐ
国
家
的
動
乱
の
中
に
捲
き
込
ま
れ
た
と
き
、
益
々
末

法
観
を
強
く
意
識
し
た
で
あ
ろ
う
。
斯
う
し
た
末
法
思
想
は
、
単
に
平
安
貴
族
の
社
会
層
の
み
で
は
な
く
、
保
元
（
二
五
六
）
・
平
治

（
二
五
九
）
の
乱
、
平
氏
の
滅
亡
、
或
は
連
年
に
豆
る
天
災
地
異
を
眼
前
し
た
と
き
、
そ
の
有
為
転
変
た
る
歴
史
的
現
実
は
広
く
中
世
人

磯
と
な
っ
て
い
る
事
は
否
定
の
な
い
所
で
あ
る
〕

聖
人
の
御
文
書
の
処
々
に
引
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
の

①
而
此
経
者
・
如
来
現
在
．
猶
多
怨
嫉
・
況
滅
度
後
．
（
法
師
品
）
・
一
切
世
間
・
多
怨
難
信
（
安
楽
品
）

②
濁
劫
悪
世
中
・
多
有
諸
恐
怖
・
悪
鬼
入
其
身
・
脇
署
駿
辱
我
・
為
説
是
経
故
・
忍
此
諸
難
事
・
我
不
愛
身
命
・
但
惜
無
上
道
（
勧
持
品
）

等
々
の
法
華
経
色
読
者
の
自
覚
の
文
、
末
法
弘
教
者
の
覚
悟
を
示
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
文
々
に
証
す
る
な
ら
ば
、
法
華
経
の
行
者
の
資
絡
は

、
、
、
、

求
法
恐
怖
悪
世
・
斗
諏
堅
問
の
世
に
出
現
し
、
以
っ
て
捨
身
弘
教
の
実
践
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
即
ち
、
教
証
を
行
証
へ
と
質
的

に
高
揚
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
一
宗
教
者
か
ら
法
華
経
の
行
者
へ
と
宗
教
的
展
開
・
宗
教
的
昇
華
が
行
わ
れ
た
と
云
っ
て
よ
い
。
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末
法
思
想
は
確
か
に
後
退
的
・
下
降
的
な
仏
教
史
観
で
あ
る
。
然
し
こ
こ
に
、
末
法
の
危
機
を
意
識
し
た
と
き
そ
の
末
法
思
想
と
対
決

、
、

し
、
そ
の
超
克
を
も
っ
て
立
宗
の
基
本
的
概
念
と
し
た
の
が
鎌
倉
新
生
の
仏
教
で
あ
る
。
末
法
の
克
服
を
通
し
て
興
起
し
た
仏
教
は
、
単

、
、

な
る
平
安
伝
統
仏
教
の
継
承
で
は
な
く
、
正
に
新
生
の
革
新
的
要
素
を
も
っ
た
仏
教
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
新
生
鎌
倉
仏
教
の
末
法

克
服
の
在
り
方
に
は
、
積
極
性
と
消
極
性
・
難
行
道
と
易
行
道
・
聖
道
門
と
浄
土
門
と
云
っ
た
二
者
択
一
の
方
途
が
見
い
出
さ
れ
る
が
、

、
、

そ
の
難
易
の
何
れ
を
択
る
に
し
て
も
超
克
の
原
理
に
は
変
り
は
な
い
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
末
法
克
服
の
理
論
的
根
拠
を
み
る
と
き
、
明
ら
か
に
積
極
性
・
難
行
道
の
途
を
択
っ
て
い
る
。
そ
の
難
行
通
を
撰
ん
だ
か

ら
こ
そ
生
命
の
躍
動
す
る
宗
教
と
な
り
御
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
哩
人
の
末
法
超
克
の
思
想
的
論
拠
に
つ
い
て
、
便
宜
的
に
抽
出
し
後

の
精
神
の
奥
深
く
迫
真
的
圧
力
を
も
っ
て
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

末
法
思
想
は
平
安
貴
族
の
後
退
的
な
歴
史
観
を
理
論
的
に
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
．
若
し
末
法
当
来
の
年
度
に
関
し
て
扶
桑
略
記
第
三
十
白
河
天
皇

条
に
よ
れ
ば
「
永
保
元
年
九
月
十
五
日
・
戊
成
未
時
山
僧
引
二
卒
数
百
兵
衆
一
・
行
二
向
三
井
寺
一
・
重
焼
二
残
堂
舎
個
房
等
一
畢
云
。
堂
院
二
十
処
経
蔵

五
所
神
社
九
処
僧
房
一
百
八
十
三
処
。
但
舎
宅
不
し
注
二
載
之
一
不
し
知
二
其
数
千
一
而
已
。
門
人
上
下
各
皆
逃
二
隠
山
林
一
或
含
し
悲
入
二
黄
泉
｜
或
懐
レ
愁

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

仰
二
蒼
天
一
。
今
年
入
二
末
法
一
歴
二
三
十
年
一
実
。
」
（
国
史
大
系
第
六
巻
三
三
頁
）
と
叡
山
と
園
城
寺
と
の
僧
兵
の
醜
争
の
記
事
で
あ
る
が
、
い

、
、
、
、

ま
永
保
元
年
（
一
○
八
こ
よ
り
三
十
年
を
逆
算
す
る
と
永
承
六
年
（
一
○
五
一
）
と
な
る
。
翌
七
年
か
ら
末
法
に
入
っ
た
と
す
る
の
が
通
説
で
あ

こ
の
扶
桑
略
記
の
算
定
は
、
中
国
古
代
の
革
命
伝
説
で
あ
る
識
緯
説
に
基
く
「
周
諜
異
記
」
の
説
に
よ
る
も
の
で
、
平
安
朝
以
来
の
通
説
と
な
っ
て

い
た
。
日
蓮
聖
人
も
「
仏
生
れ
さ
せ
ま
し
ま
す
時
に
三
十
二
の
不
思
議
あ
り
。
此
事
周
諜
異
記
と
云
ふ
文
に
し
る
し
磯
け
り
」
（
月
満
御
書
・
昭
定

遺
四
八
六
頁
）
と
あ
っ
て
、
当
時
の
通
説
に
随
っ
て
い
る
。
こ
の
周
書
異
記
は
、
仏
滅
年
度
を
周
穆
王
五
三
年
壬
申
（
紀
元
前
九
四
九
年
）
と
し
て

い
る
。
こ
の
仏
滅
年
代
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
所
で
あ
る
。
然
し
、
こ
こ
で
中
世
人
の
年
代
的
誤
謬
を
指
摘
し
た
と
し
て
も
思
想
史
的
に
は

意
味
が
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
末
法
と
は
歴
史
的
危
織
の
切
迫
し
た
宗
教
的
表
現
で
あ
り
、
危
機
意
識
は
つ
ね
に
末
法
思
想
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
、
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
（
戸
頃
亜
基
「
日
蓮
の
思
想
と
鎌
倉
仏
教
」
三
二
四
頁
・
富
山
房
）

る
｡
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第
一
に
、
末
法
濁
悪
の
現
在
を
し
て
久
遠
本
時
と
側
調
せ
し
め
、
歴
史
的
同
時
性
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
単
に
物
理

的
・
機
械
的
・
蛍
的
な
時
間
の
流
れ
に
よ
る
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
時
を
想
定
す
る
の
で
は
な
く
、
匙
的
な
時
間
を
超
越
し
た
宗
教
的

純
粋
な
時
間
を
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
因
に
該
当
文
番
を
摘
出
す
れ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

①
今
本
時
娑
婆
世
界
雛
二
三
災
一
出
二
四
劫
一
常
住
浄
土
。
仏
既
過
去
不
し
減
未
来
不
し
生
。
所
化
以
同
体
。
此
即
己
心
三
千
具
足
三
種
世
間
也
。
（
観
心
本

述
の
資
と
し
て
お
こ
う
。

即
ち
、
寿
盈
品
の
「
常
任
娑
婆
」
の
思
想
に
基
く
そ
の
教
証
の
実
現
こ
そ
、
末
法
克
服
の
第
一
原
理
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
末
法
失
本
心
の
衆
生
を
救
済
す
る
唯
一
絶
対
の
途
は
、
法
華
経
の
建
立
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
す
る
の
で
あ
る
。
所
調
、
法

華
経
寿
埜
品
の
魂
塊
で
あ
る
妙
法
五
字
の
確
立
を
宣
揚
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

。
夫
以
療
二
治
重
病
一
栂
二
索
良
薬
一
救
二
助
逆
誘
一
不
し
如
二
要
法
｜
所
謂
論
し
時
正
像
末
。
（
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
・
昭
定
遺
八
九
五
頁
）

明
ら
か
に
こ
れ
は
、
混
桑
経
「
然
於
病
者
・
心
則
偏
重
」
と
、
寿
鐘
品
「
娃
好
良
薬
・
今
留
在
此
」
の
文
意
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｏ

◎

い
ま
「
今
留
在
此
」
の
「
此
」
と
は
処
に
約
せ
ば
娑
婆
世
界
で
あ
り
、
時
に
約
せ
ば
正
像
末
の
三
時
の
う
ち
末
法
を
指
す
こ
と
は
論
を
ま

た
な
い
。
毒
気
深
入
・
不
備
誘
法
の
衆
生
も
正
像
末
の
三
時
に
唾
り
遣
使
還
告
の
如
来
の
使
に
随
っ
て
、
是
好
良
薬
た
る
法
華
経
を
聞
法

し
、
一
心
欲
見
仏
・
不
自
惜
身
命
の
信
念
に
徹
し
た
と
き
、
末
法
の
衆
生
は
救
済
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
当
に
聖
人
の
捨
身
弘
教
・

但
惜
無
上
道
の
宗
教
的
実
践
は
、
こ
う
し
た
信
念
に
支
え
ら
れ
た
展
開
で
あ
る
。
こ
れ
が
末
法
克
服
の
第
二
腺
理
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

②
在
世
は
今
に
あ
り
、
今
は
在
世
な
り
。
（
種
々
振
舞
御
書
・
昭
定
遺
九
七
一
頁
）

③
法
華
経
寿
逓
品
に
は
「
自
従
廷
来
。
我
常
在
此
娑
婆
世
界
・
説
法
教
化
」
・
「
常
在
此
不
滅
・
以
方
使
力
故
・
現
有
滅
不
滅
・
余
国
有
衆
生
・
恭
敬

信
楽
者
・
我
復
於
彼
中
。
為
説
無
上
法
」
。
「
我
此
土
安
穏
・
天
人
常
充
満
」
。

尊
紗
・
昭
定
遺
七
一
二
頁
）

②
在
世
は
今
に
あ
り
、
今
は
寺

（“）



第
三
に
、
在
批
の
機
根
と
末
法
時
の
樒
根
に
は
差
異
は
な
い
と
す
る
ぢ
へ
方
で
あ
る
。
即
ち
、
教
に
対
す
る
人
心
の
発
動
性
は
、
正
像

末
の
三
時
に
は
関
り
な
く
何
れ
も
同
様
な
感
受
性
と
理
解
力
を
派
し
う
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
明
ら
か
に
、
正
像
末
織
根

衰
退
思
想
の
否
定
を
表
現
し
て
い
る
。

ヂ
（
》
０

肢
も
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
。

理
と
す
る
の
で
あ
る
。

聖
人
が
教
証
の
依
拠
と
す
る
法
華
経
は
、
械
熟
脱
の
三
益
を
具
備
す
る
か
故
に
、
そ
れ
は
正
像
末
の
三
時
に
関
係
な
く
、
末
法
の
織
根

と
云
え
ど
も
得
脱
の
益
に
あ
ず
か
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
在
阯
と
末
法
の
機
根
を
側
一
と
す
る
を
も
っ
て
、
末
法
兆
服
の
第
三
の
原

以
上
、
聖
人
の
末
法
克
服
の
理
論
的
根
拠
を
摘
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
要
す
る
に
一
‐
末
法
為
正
」
の
思
想
に
他
な
ら
な
い
。
こ

の
三
つ
の
論
拠
は
果
し
て
如
何
な
る
態
度
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ｃ
聖
人
の
「
末
法
為
正
」
の
精
神
的
態
度
こ
そ
思
想
史
的
に

聖
人
の
御
文
諜
に
は
次
の
如
く
示
さ
れ
て
い
る
。

①
以
二
本
門
一
論
し
之
一
向
以
二
末
法
之
初
一
為
二
正
織
一
。
所
訓
一
往
見
し
之
時
以
二
久
種
一
為
二
下
種
｝
大
通
・
前
四
味
・
迩
門
為
し
熟
至
二
本
門
一
令
し
登
二
等

妙
一
・
再
往
見
レ
之
不
レ
似
二
迩
門
一
。
本
門
序
正
流
通
倶
以
二
末
法
之
始
一
為
し
詮
。
在
世
本
門
末
法
之
初
一
同
純
円
也
。
但
彼
脱
・
此
種
也
。
彼
一
品
二

半
、
此
但
題
目
五
字
也
。
（
観
心
本
尊
紗
・
昭
定
遺
七
一
五
頁
）

②
推
二
知
仏
意
一
仏
出
世
非
し
為
二
謹
山
八
年
諸
人
｜
・
為
二
正
像
末
人
》
也
。
又
非
し
為
二
正
像
二
千
年
人
一
。
末
法
始
為
二
如
レ
予
者
一
也
。
（
観
心
本
尊
紗
。

③
末
法
に
は
教
行
証
の
三
倶
に
備
れ
り
。
例
せ
ば
如
二
正
法
》
等
。
（
教
行
証
御
響
・
昭
定
遺
一
四
八
九
頁
）

昭
定
遺
七
一
九
頁
）

御

（“）



そ
れ
で
は
、
末
法
思
想
の
下
降
衰
退
の
理
論
を
否
定
し
、
正
法
時
代
と
末
法
時
代
の
二
元
の
世
界
を
し
て
歴
史
的
時
間
を
超
え
た
同
一

次
元
の
世
界
と
し
て
把
握
す
る
発
想
は
、
如
何
な
る
ボ
教
的
実
践
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
に
こ
れ
こ
そ
、
聖
人
の
捨

惟
う
に
「
末
法
為
正
」
の
思
想
的
主
張
は
、
仏
身
の
常
住
・
国
土
の
常
住
に
裏
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
末
法
為
正
」
の
主
張

こ
そ
雅
史
的
時
間
を
超
え
た
宗
教
的
純
粋
の
時
間
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
古
来
、
哲
学
史
上
に
岐
も
解
決
の
困
難
な
問
題
と
さ
れ
て

さ
た
時
間
と
存
在
の
対
立
を
見
事
に
揚
棄
し
た
発
想
な
の
で
あ
る
。
末
法
と
在
世
の
異
質
の
対
立
を
「
末
法
為
正
」
と
主
張
す
る
こ
と
は

明
ら
か
に
矛
盾
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
こ
の
才
盾
す
る
対
立
を
「
以
二
末
法
一
為
し
正
」
と
末
法
の
中
に
正
法
を
統
一
す
る
こ
と
で
、

末
法
の
質
的
低
位
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
末
法
の
質
的
低
位
を
否
定
す
る
契
機
の
な
か
に
、
時
間
を
超
え
た
同
時
・
同
質
性

を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
末
法
超
克
の
理
論
は
一
言
で
す
れ
ば
「
末
法
為
正
」
の
思
想
に
他
な
ら
な
い
。
末
法
思
想
に
随
え
ば
教
行
証
は
正
像
末
の

三
時
と
竝
行
し
て
下
降
寒
退
す
る
と
な
す
の
で
あ
る
が
、
聖
人
に
依
れ
ば
末
法
こ
そ
数
行
証
を
具
備
し
て
脱
益
す
る
と
云
う
の
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
負
を
正
に
撞
き
変
え
る
と
云
っ
た
弁
証
の
論
理
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

次
に
「
末
法
為
正
」
の
思
想
を
的
確
に
示
す
翼
文
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

②
以
二
滅
後
衆
生
一
為
し
本
。
在
世
衆
生
傍
也
。
以
二
滅
後
一
論
し
之
正
法
一
千
年
。
像
法
一
千
年
傍
也
。
以
二
末
法
一
為
し
正
。
末
法
中
以
二
日
蓮
一
為
し
正
也
。

問
日
其
証
拠
如
何
。
答
日
況
滅
度
後
文
足
也
。
疑
云
日
蓮
為
し
正
正
文
如
何
。
答
日
有
諸
無
智
人
悪
口
罵
晋
等
及
加
刀
杖
者
等
云
云
。
自
讃
如
何
。

答
日
喜
余
し
身
故
難
し
堪
自
讃
也
。
（
法
華
取
要
抄
・
昭
定
遺
八
一
三
頁
）

①
正
像
末
三
時
之
中
以
二
末
法
始
一
為
二
正
中
正
一
・
問
日
其
証
如
何
。
答
日
法
師
品
云
而
此
経
者
如
来
現
在
猶
多
二
怨
嫉
一
況
滅
度
後
．
宝
塔
品
云
令
二
法

久
住
一
乃
至
所
し
来
化
仏
当
レ
知
二
此
意
一
等
。
勧
持
・
安
楽
等
可
レ
見
し
之
。
迩
門
如
し
是
。
以
二
本
門
一
論
し
之
一
向
以
二
末
法
之
初
一
為
二
正
機
一
・
（
観
心

本
尊
紗
・
昭
定
避
七
一
四
頁
）

（66）



教
で
あ
っ
た
。

身
弘
教
の
過
職
で
深
化
さ
れ
た
信
念
で
あ
り
思
想
な
の
で
あ
る
。
末
法
の
雁
史
的
現
実
の
中
に
身
を
投
じ
、
値
難
弘
教
の
刻
々
の
中
か
ら

「
末
法
為
正
」
の
確
偏
を
固
め
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
、
末
法
克
服
の
た
め
に
全
生
命
を
た
た
き
込
ん
だ
宗
教
的
実
践
の

何
に
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

聖
人
の
値
難
弘
教
は
、
末
法
世
相
の
歴
史
の
流
れ
の
中
に
身
を
ゆ
だ
ね
、
法
華
経
を
読
調
し
た
と
い
う
凡
併
の
そ
れ
で
は
な
い
ｕ
或
は

ひ
じ
り

仏
陀
に
直
参
す
べ
く
要
文
読
調
の
日
々
を
過
ご
し
た
恰
も
平
安
朝
の
「
聖
」
の
よ
う
な
隠
遁
的
修
行
者
の
そ
れ
で
も
な
か
っ
た
。
当
に
聖

人
の
法
華
経
色
読
の
生
涯
は
、
自
ら
の
値
難
弘
教
の
現
在
が
全
過
去
を
含
み
、
さ
ら
に
未
来
に
向
っ
て
新
し
い
内
容
と
価
値
を
創
造
し
て

末
法
に
出
現
す
る
法
華
経
の
行
者
の
功
徳
は
、
正
像
の
そ
れ
に
勝
る
と
。
そ
こ
に
は
時
間
を
超
越
し
た
観
念
が
あ
り
、
末
法
こ
そ
法
華

一
乗
の
建
立
の
妓
適
時
と
さ
れ
て
い
る
。
末
法
濁
悪
の
中
に
身
を
投
じ
、
末
法
克
服
の
た
め
の
そ
の
実
践
活
動
は
当
に
叡
知
性
的
値
難
弘

飼

日
蓮
聖
人
の
「
末
法
為
正
」
の
確
信
は
、
晩
年
の
身
延
在
山
中
の
著
述
「
報
恩
抄
」
に
も
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

。
日
蓮
が
慈
悲
砿
大
な
ら
ば
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
万
年
の
外
未
来
ま
で
も
な
が
る
べ
し
。
日
本
国
の
一
切
衆
生
の
盲
目
を
ひ
ら
け
る
功
徳
あ
り
、
無
間

地
獄
の
道
を
ふ
さ
ぎ
ぬ
。
此
功
徳
は
伝
教
天
台
に
も
超
へ
、
龍
樹
加
葉
に
も
す
ぐ
れ
た
り
。
極
楽
百
年
の
修
業
は
職
土
の
一
日
の
功
に
及
ば
ず
。
正

像
二
千
年
の
弘
通
は
末
法
一
時
に
劣
る
か
。
足
は
ひ
と
へ
に
日
蓮
が
智
の
か
し
こ
き
に
は
あ
ら
ず
。
時
の
し
か
ら
し
む
る
耳
。
（
報
恩
抄
・
昭
定
遺

。
報
恩
抄
に
は
「
智
の
賢
こ
さ
に
は
非
ず
、
時
の
然
ら
し
む
る
の
ヲ
ご
と
見
え
、
自
己
の
叡
智
性
を
否
定
す
る
が
如
く
受
け
と
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
宗

教
的
自
覚
者
の
言
葉
で
あ
っ
て
、
我
々
の
立
ち
入
る
問
題
で
は
な
い
。

一
二
四
八
頁
）
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聖
人
の
法
華
経
色
読
は
、
勧
持
姉
偶
文
に
指
摘
さ
れ
る
毒
顛
の
強
敵
（
俗
衆
期
上
役
・
遊
門
増
上
慢
・
僻
聖
増
上
慢
）
に
過
遇
し
、
悪

口
罵
署
・
刀
杖
瓦
石
・
数
々
見
摘
出
・
遠
離
於
塔
寺
の
そ
の
刻
々
は
、
日
蓮
に
依
っ
て
創
造
さ
れ
て
ゆ
く
時
間
・
創
出
さ
れ
て
ゆ
く
歴
史

。
真
に
生
き
ら
れ
た
時
間
の
持
続
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
に
哩
人
の
値
難
弘
教
こ
そ
量
的
な
時
間
を
質
的
時
間
へ
．
物
理
的
時
間
を
純

粋
持
続
の
世
界
へ
と
止
揚
し
た
実
践
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
末
法
為
正
」
と
は
、
此
の
歴
史
的
現
実
の
中
に
あ
っ
て
歴
史
的
時
間
を
超

越
す
る
理
念
そ
の
も
の
で
あ
り
、
聖
人
の
宗
教
的
背
什
を
な
す
思
想
で
も
あ
る
。

。
鎌
倉
仏
教
の
中
で
末
法
克
服
の
理
論
と
し
て
は
、
親
驚
上
人
の
「
悪
人
正
機
説
」
と
日
蓮
聖
人
の
「
末
法
為
正
」
の
理
論
は
共
に
勝
れ
た
内
容
を
も

っ
て
い
る
。
両
者
共
、
末
法
に
付
帯
す
る
マ
イ
ナ
ス
面
を
プ
ラ
ス
面
へ
と
、
価
値
的
転
換
を
行
っ
た
こ
と
は
、
歴
史
的
意
義
を
有
す
る
。
さ
て
親
辮

の
場
合
は
個
人
的
救
済
の
一
言
ア
ン
ス
が
強
く
、
聖
人
の
場
合
は
社
会
的
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
そ
し
て
両
者
の
最
も
相
違
す
る
点
は
、
前
者
が
こ

の
歴
史
的
現
実
を
逃
避
し
て
西
方
弥
陀
の
浄
土
に
欣
求
し
た
の
に
対
し
て
、
後
者
は
、
法
華
経
に
示
さ
れ
る
値
難
弘
教
を
此
の
現
実
の
中
で
展
開
し

た
こ
と
で
あ
る
。
純
然
た
る
歴
史
理
論
か
ら
す
れ
ば
、
西
方
十
劫
の
世
界
を
想
定
し
た
こ
と
は
歴
史
的
時
間
を
離
れ
た
世
界
の
こ
と
で
あ
り
、
歴
史

学
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
そ
の
点
、
聖
人
の
場
合
、
末
法
の
現
実
と
対
決
し
、
勧
持
品
二
十
行
偶
等
の
教
証
を
行
証
へ
と
昇
華
さ
せ
た
値
難
弘
教

の
そ
れ
は
、
歴
史
の
主
体
と
し
て
の
存
在
で
あ
っ
た
。

、
、
、
、
、

ゆ
く
と
い
う
、
歴
史
的
時
間
に
働
き
か
け
、
歴
史
的
時
間
を
創
出
し
て
ゆ
く
歴
史
的
主
体
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ま
、
聖
人
の
値
難
弘
教
の
精
神
的
背
景
を
み
る
の
に
、
次
の
一
文
を
味
読
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

①
今
の
世
を
見
る
に
、
日
蓮
よ
り
外
の
諸
僧
、
た
れ
の
人
法
華
経
に
つ
け
て
諸
人
に
悪
口
罵
掛
せ
ら
れ
、
刀
杖
等
を
加
る
者
あ
る
。
日
蓮
な
く
ば
、
此

一
偶
の
未
来
記
妄
語
と
な
り
ぬ
。
（
開
目
紗
・
昭
定
遺
五
六
○
頁
）

②
又
云
数
々
見
摘
出
等
云
云
、
日
蓮
法
華
経
の
ゆ
え
に
度
々
な
が
さ
れ
ず
ば
数
々
の
二
字
い
か
ん
が
せ
ん
。
此
の
二
字
は
天
台
伝
教
い
ま
だ
よ
み
給
は

ず
、
況
余
人
を
や
。
末
法
の
始
の
し
る
し
恐
怖
悪
世
中
の
金
言
の
あ
ふ
ゆ
へ
に
、
伍
日
蓮
一
人
こ
れ
を
読
め
り
．
（
開
目
妙
・
昭
定
遮
五
六
○
頁
）

㈱
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日
蓮
聖
人
は
、
既
に
見
て
き
た
如
く
鎌
倉
仏
教
共
通
の
課
題
で
あ
っ
た
末
法
克
服
を
も
っ
て
、
そ
の
宗
教
的
使
命
と
さ
れ
た
。

。
当
世
入
二
末
法
三
百
一
十
余
年
也
。
権
経
念
仏
等
時
歎
、
法
準
経
時
欺
、
能
能
可
レ
勘
一
時
鬮
也
。
（
教
機
時
国
紗
・
昭
定
遺
二
四
三
頁
）

そ
の
所
与
の
「
時
」
と
「
国
」
に
つ
い
て
強
い
喚
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
右
の
御
文
諜
の
「
能
々
可
レ
勘
二
時
国
こ
の
箇
処
は
、

聖
人
自
身
に
と
っ
て
易
行
道
を
撰
ぶ
か
、
難
行
道
を
戦
ぶ
か
の
岐
路
に
関
わ
る
言
葉
で
あ
る
。
云
う
ま
で
も
な
く
、
末
法
の
危
機
の
渦
中

に
法
華
経
の
行
者
と
し
て
試
煉
の
途
を
択
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
一
能
々
時
岡
を
勘
う
べ
し
」
と
は
、
末
法
為
正
の
理
念
を
生
起
せ
し

め
た
歴
史
観
な
の
で
あ
る
。
即
ち
、
末
法
の
「
時
と
国
」
を
況
滅
度
後
等
の
法
華
経
の
真
文
に
徹
し
て
勘
う
る
と
き
、
こ
の
「
日
述
」
は

末
法
の
現
実
か
ら
遊
離
し
た
り
、
逃
避
し
た
存
在
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
、
是
好
良
薬
・
今
留
在
此
の
文
底
の
如

く
、
法
華
一
乗
の
建
立
を
目
標
に
し
た
捨
身
弘
教
の
途
を
択
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

聖
人
に
と
っ
て
、
易
行
と
難
行
の
二
者
択
一
の
撰
ぶ
自
由
は
確
か
に
あ
っ
た
。
然
し
、
純
粋
に
生
き
る
宗
教
者
と
し
て
「
よ
り
深
い
自

我
」
・
「
内
的
な
自
我
」
を
求
め
て
い
っ
た
と
き
、
末
法
の
現
実
か
ら
逃
避
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
末
法
克
服
の
理
論

的
帰
結
と
し
て
「
末
法
為
正
」
の
理
念
に
到
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
理
念
を
確
立
さ
れ
た
聖
人
こ
そ
、
末
法
の
歴
史
的
現
実
と
対
決

し
、
自
ら
が
刺
り
出
す
雁
史
と
時
間
の
中
で
自
由
に
行
動
し
た
歴
史
の
主
体
で
は
な
か
っ
た
か
。

聖
人
が
弘
教
の
綱
領
と
し
て
一
‐
時
」
を
軍
要
概
念
と
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
所
で
あ
る
。

。

①
時
者
弘
二
仏
教
一
人
必
可
し
知
レ
時
。
（
教
構
時
国
妙
・
昭
定
遺
二
四
二
頁
）

◎

②
夫
仏
法
を
ひ
ろ
め
ん
と
を
も
は
ん
も
の
は
必
五
義
を
存
し
て
正
法
を
ひ
る
む
べ
し
。
五
義
者
、
一
者
教
、
二
者
機
、
三
者
時
、
四
者
国
、
五
者
仏
法

流
布
の
前
後
。
（
顕
誇
法
紗
・
昭
定
遮
二
六
四
頁
）

。

③
夫
仏
法
を
学
せ
ん
法
は
必
ず
先
づ
時
を
な
ら
う
べ
し
。
（
撰
時
抄
・
昭
定
避
一
○
○
三
頁
）

。

④
正
像
二
千
年
の
弘
通
は
末
法
一
時
に
劣
る
か
。
是
は
ひ
と
へ
に
日
蓮
が
智
の
か
し
こ
き
に
は
あ
ら
ず
、
時
の
し
か
ら
し
む
る
耳
。
（
報
恩
抄
・
昭
定
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。
仏
眼
を
か
っ
て
時
機
を
か
ん
が
え
よ
。
仏
日
を
以
っ
て
国
土
を
て
ら
せ
（
撰
時
紗
・
昭
定
造
一
○
○
五
頁
）

明
ら
か
に
仏
教
史
観
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
ｕ
確
か
に
、
こ
の
現
実
を
見
究
め
る
歴
史
意
識
・
歴
史
認
識
に
欠
け
る
と
き
思
想
の
発
展

は
望
め
な
い
。
人
間
は
艤
史
の
意
味
を
考
え
、
発
見
す
る
場
合
に
腱
史
の
枠
外
に
立
つ
こ
と
は
出
来
な
い
。
若
し
も
、
歴
史
的
現
実
を
離

れ
た
空
間
に
在
っ
て
、
幾
多
時
間
を
連
続
し
た
と
し
て
も
、
観
念
的
な
時
間
し
か
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
末
法
の
現
実
と
対

決
し
「
末
法
為
正
」
の
膝
史
観
を
樹
立
さ
れ
た
聖
人
の
立
場
こ
そ
、
中
世
鎌
倉
仏
教
の
中
に
占
め
る
意
義
は
大
き
い
の
で
あ
る
。

（
参
考
）
時
間
と
人
間
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
言
葉
を
借
り
て
お
こ
う
。

『
我
々
の
生
存
は
時
間
の
う
ち
に
よ
り
も
む
し
ろ
空
間
の
う
ち
に
繰
り
延
べ
ら
れ
る
。
我
々
は
我
々
に
対
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
外
界
に
対
し
て
生

き
、
考
え
る
よ
り
も
む
し
ろ
語
る
。
我
々
は
自
か
ら
行
動
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
「
行
動
さ
れ
る
」
・
自
由
に
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
己
を
取

り
戻
す
こ
と
で
あ
る
。
純
粋
の
持
続
の
う
ち
に
自
己
を
侭
き
返
す
こ
と
で
あ
る
。
」
（
ベ
ル
グ
ソ
ン
「
時
間
と
自
由
」
（
岩
波
文
庫
・
一
三
○
頁
）

こ
の
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
言
葉
は
要
約
し
て
哲
学
史
上
「
純
粋
持
続
」
合
３
①
ｇ
３
・
「
実
在
的
持
続
」
号
蔚
の
吋
隠
馬
・
「
真
に
生
き
ら
れ
る
持
続
」

合
蔚
①
厨
の
扁
目
の
具
ぐ
①
２
①
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
知
性
に
よ
っ
て
の
み
時
間
の
中
に
於
け
る
人
間
存
在
を
考
え
て
は
な

ら
な
い
。
時
間
そ
の
も
の
の
流
れ
と
共
に
生
き
る
人
間
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
純
粋
持
続
の
世
界
こ
そ
、
我
々
の
深
い
自

我
・
自
由
な
人
格
の
領
域
で
あ
り
、
ま
た
生
命
そ
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
聖
人
の
云
う
一
‐
時
」
と
は
単
な
る
岐
的
な
時
間
、
機
械
的
に
流
れ
ゆ
く
時
間
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
「
時
」

Ｏ

と
は
、
聖
人
の
雁
史
意
識
を
培
ち
か
っ
た
末
法
の
現
実
で
あ
る
。
聖
人
と
有
機
的
に
連
関
さ
れ
た
時
で
あ
る
。
末
法
為
正
の
理
念
を
生
起

Ｏ

せ
し
め
た
時
で
あ
る
。

㈲

日
蓮
聖
人
の
末
法
超
克
の
宗
教
的
信
念
に
つ
い
て
二
・
三
の
御
文
書
を
借
り
て
お
こ
う
。

遺
一
二
四
八
頁
）
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従
来
、
聖
人
の
宗
教
形
成
過
程
に
は
主
意
主
我
的
な
側
面
が
強
く
見
ら
れ
る
と
の
言
辞
が
聞
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
、
右
の
御

文
普
に
見
ら
れ
る
宗
教
的
僑
念
は
、
主
知
的
な
論
理
思
考
に
よ
っ
て
の
み
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

鎌
倉
仏
教
生
成
の
中
で
も
、
天
災
地
変
続
発
。
加
え
て
他
国
侵
遜
の
新
た
な
る
危
機
に
直
面
し
た
聖
人
に
と
っ
て
、
そ
の
末
法
の
現
実

を
主
知
主
義
だ
け
で
鬼
服
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
当
に
直
面
す
る
歴
史
的
現
実
の
克
服
の
た
め
に
は
全
生
命
を
と
し
た
実
践
が

裏
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
「
末
法
の
法
華
経
の
行
者
」
と
は
、
斯
る
行
証
の
帰
結
で
あ
っ
て
、
決
し
て
主
知
主
義
の
結
果
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
調
う
な
れ
ば
「
主
知
」
で
は
な
く
て
「
叡
知
」
の
よ
っ
て
然
ら
し
む
る
所
で
あ
っ
た
と
表
現
す
べ
き
で
あ
る
。

聖
人
の
宗
教
を
評
伽
す
る
場
合
、
端
的
に
表
現
す
れ
ば
、
教
証
か
ら
行
証
へ
と
昇
華
し
た
締
結
で
あ
る
と
か
、
末
法
の
法
華
経
の
行
者

の
自
覚
は
行
証
に
袈
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
か
、
知
と
行
の
融
合
の
結
果
で
あ
っ
た
と
評
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
然
し
、
こ
れ
ら
は

全
て
「
末
法
為
正
」
の
概
念
を
確
立
す
る
た
め
の
理
念
的
活
動
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

日
蓮
聖
人
の
水
教
的
確
立
に
は
、
二
つ
の
飛
蹄
の
た
め
の
契
機
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
聖
人
が
建
長
五
年
の
立
教
宣
言
の
当
初
か

、
、
、
、

ら
抱
い
て
い
た
歴
史
的
認
識
が
、
正
溌
の
大
地
震
を
眼
曲
し
て
立
正
安
国
論
の
述
作
を
以
っ
て
、
第
一
の
飛
躍
の
契
擬
と
す
る
こ
と
が
出

、
、
、

来
よ
う
。
そ
し
て
末
法
応
現
の
上
行
自
覚
へ
の
内
証
を
深
め
る
値
難
弘
教
の
な
か
で
、
文
永
・
弘
安
の
元
憲
を
眼
前
し
て
撰
時
抄
の
述
作

①
本
願
を
立
つ
、
日
本
国
の
位
を
ゆ
づ
ら
む
、
法
華
経
を
す
て
て
観
経
等
に
つ
い
て
後
生
を
ご
せ
よ
。
父
母
の
頚
を
刎
、
念
仏
申
さ
ず
わ
。
な
ん
ど
の

種
々
の
大
難
出
来
す
と
も
、
智
者
に
我
義
や
ぶ
ら
れ
ず
ば
用
じ
と
な
り
、
其
外
の
大
難
風
の
前
の
塵
な
る
べ
し
。
我
日
本
の
柱
と
な
ら
ん
、
我
日
本

の
眼
目
と
な
ら
ん
、
我
日
本
の
大
船
と
な
ら
ん
、
等
と
ち
か
い
し
願
、
や
ぶ
る
べ
か
ら
ず
。
（
開
目
紗
・
昭
定
遺
六
○
一
頁
）

②
仏
出
世
非
し
為
二
鎧
山
八
年
諸
人
一
。
為
一
一
正
像
末
一
也
。
又
非
し
為
二
正
像
二
千
年
人
一
・
末
法
始
為
二
如
レ
予
者
一
也
。
（
観
心
本
尊
紗
・
昭
定
遮
七
一
九
頁
）

③
日
蓮
は
日
本
第
一
の
法
華
経
の
行
者
也
。
す
で
に
勧
持
品
の
二
十
行
の
偶
の
文
は
日
本
国
の
中
に
は
日
蓮
一
人
よ
め
り
。
八
十
萬
億
那
由
陀
の
菩
薩

は
口
に
は
宣
た
れ
ど
も
修
行
し
た
る
人
一
人
も
な
し
。
（
寂
日
房
御
書
・
昭
定
逝
一
六
六
九
頁
）
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を
以
っ
て
第
二
の
宗
教
的
飛
躍
、
法
華
経
の
真
文
を
感
応
す
る
に
至
っ
た
と
、
そ
の
昇
華
の
過
程
を
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
即
ち
、
そ

の
飛
躍
の
契
機
に
は
、
末
法
の
危
機
が
殊
に
強
く
意
識
さ
れ
た
両
度
の
歴
史
的
現
実
に
依
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
如
何
に
し
て

こ
の
末
法
を
克
服
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
こ
そ
、
聖
人
の
宗
教
を
決
定
し
た
要
素
で
あ
る
。
（
未
完
）

（
補
記
）
日
蓮
聖
人
の
著
作
の
な
か
に
は
、
深
遠
な
哲
理
を
展
開
し
た
密
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
道
元
の
「
正
法
眼
蔵
」
の
そ
れ
の
よ
う

に
。
確
か
に
捨
身
弘
法
の
生
涯
に
あ
っ
て
は
体
系
的
な
思
索
を
思
い
巡
ら
す
余
暇
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
値
難
弘
教
の
実
践
か
ら
確
立
さ

れ
た
「
末
法
為
正
」
の
歴
史
的
理
念
に
は
、
鎌
倉
仏
教
に
共
通
す
る
問
題
が
あ
る
と
み
た
い
。
例
え
ば
、
赤
松
俊
秀
「
鎌
倉
仏
教
の
研
究
」
（
平
楽

寺
書
店
）
・
高
木
豊
「
日
蓮
と
そ
の
門
弟
」
（
弘
文
堂
）
が
指
摘
す
る
「
専
修
」
と
い
う
概
念
で
鎌
倉
仏
教
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
も
重
要
で
は

あ
る
が
、
「
末
法
為
正
」
の
精
神
的
態
度
に
も
、
鎌
倉
仏
教
の
性
格
を
解
明
す
る
鍵
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
論
稿
の
作
製
に
当
っ
て
参
考
と
し
た
文
献
を
一
括
し
て
記
紋
し
て
お
く
。

１
、
昭
和
定
本
・
日
蓮
聖
人
遺
文
・
全
四
巻

２
、
坂
本
・
岩
本
・
共
訳
註
「
法
華
経
」
全
三
巻
（
岩
波
文
庫
）

３
、
国
史
大
系
第
六
巻
・
扶
桑
蹄
記
・

次
下
の
文
献
は
全
て
筆
者
の
思
索
の
依
拠
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

４
、
辻
善
之
助
「
日
本
仏
教
史
」
第
二
巻
中
世
篇
之
一
（
岩
波
識
店
）

５
、
望
月
歓
厚
「
日
蓮
教
学
の
研
究
」
（
平
楽
寺
書
店
）

６
、
戸
頃
重
基
「
日
蓮
の
思
想
と
鎌
倉
仏
教
」
（
富
山
房
）

７
、
家
永
三
郎
「
中
世
仏
教
思
想
史
研
究
」
（
法
職
館
）

８
、
高
木
豊
「
日
蓮
と
そ
の
門
弟
」
（
弘
文
堂
）

９
、
赤
松
俊
秀
「
統
鎌
倉
仏
教
の
研
究
」
（
平
楽
寺
諜
店
）

加
、
Ｒ
・
Ｋ
・
ブ
ル
ト
マ
ン
「
歴
史
と
終
末
論
」
（
岩
波
譜
店
）

ｕ
、
Ａ
・
ス
タ
ー
ン
「
歴
史
哲
学
と
価
値
の
問
題
」
（
岩
波
謹
店
）

狸
、
Ａ
・
シ
ャ
フ
「
人
間
の
哲
学
」
（
岩
波
書
店
）

週
、
拙
著
「
末
法
思
想
に
関
す
る
試
論
」
（
棲
神
四
十
号
）

皿
、
茂
田
井
教
淳
「
本
尊
妙
研
究
序
説
」
（
山
喜
房
仏
識
林
）

晦
、
田
辺
元
「
歴
史
的
現
実
」
（
岩
波
鰯
店
）

蝿
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
「
時
間
と
自
由
」
（
岩
波
文
庫
）
（
昭
和
娼
・
８
．
”
）
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